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解答例
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(D 図 2-1の回路にっいて, R3が2個並列の合成抵抗は,&となるため,
回路に置き換えられる。この回路に対して,設問の解答を行う。

解答例

ν

R2

ア.電圧源Vのみを作用させたときの回路は,図2-1B (a)となる。節点Aから右

側を見たときの合成抵抗は,

R3 R3
^+^=R3

であるため,図 2-1B

分圧則より VAを求め

(R. nR3)

図2-1B
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RI

図2-1A

R2 +(R.nR3)

したがって,4は次のように求められる。

RIR3
VR31 RI + R3

VA =

図2-1Aの

(b)の回路に書き換えられる。節点Aの電位を VAとして,

ると,次の通りである。
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イ.電流源1 のみを作用させたときの回路は,図2-1Cとなる。節点A,節点Bの

電位をそれぞれVA, VBとおく。節点Aにおいて流出する枝路電流に着目して,

キルヒホッフの電流則を適用して方程式を立てると次の通りである

同様に,節点Bにおいて流出する枝路電流に着目して,キルヒホッフの電流

則を適用して方程式を立てると次の通りである 0

VB-VA
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式(1),(2)より VB を削除し, VAを求めると次の通りである。
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重ね合わせの理より,1.は次の通りである。
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イ、交流電圧源のみを作用させ,

2Bとなる。複素数表示で1"を求0
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の大きさ 11"1は次の通り求められる。またそ
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定常状態になったときの交流回路は,図2、
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ウ.直流電圧源および交流電圧源を作用させたときに回路に流れる電流 i(t)

は,イで求めた複素電流 1、'の瞬時値を i"(t)とすると,重ね合わせの理より
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解答例
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解答例

各回は独立であるから,その耐仁郭は a-P)a-P)=(1-py^
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立方格子のU I D画間隔に相当する。

したがって d^
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頂点か

つまり
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したがって

,

まず,モル体積を,務度と分子量から求める

18 g m01-1
nl rno^ 0n)

1,o g mL-1

,
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したがって,その後さらに 4.O×105Pa で等温圧縮 L た際の仕事W は,

O × 1が Pa)(-033 m')+[ー(4.O × 105 Pax-0.17 m.)]= 1.フ× 105 m. pa = 17 × 10512
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